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魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈

-
『
幽
明
録
』
　
(
三
)
　
-

2
2
　
磨
陵
有
家
。
相
侍
是
漢
江
都
王
建
之
墓
也
①
。
常
有
村
入
行

過
、
見
地
有
数
十
具
磨
、
取
一
具
持
掃
。
暮
帥
叩
門
求
磨
甚
急
。

明
旦
送
著
故
虞
②
。
〔
御
鷺
七
百
六
十
二
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
九

二
頁
【
校
異
】
　
①
御
覚
無
　
「
是
」
　
字
、
飽
崇
城
本
有
。
「
建
」
、
御

覚
作
　
「
逮
」
、
飽
崇
城
本
作
　
「
建
」
。
②
　
「
著
」
、
御
覧
作
　
「
着
」
、

飽
崇
城
本
作
　
「
著
」
。

【
注
釈
】
　
虜
陵
　
今
の
江
蘇
省
揚
州
市
。
　
漠
江
都
王
建
　
前

漢
の
江
都
王
劉
建
の
こ
と
。
劉
建
は
、
景
帝
の
子
の
江
都
王
劉
非

の
子
で
、
父
の
跡
を
継
い
で
江
都
王
に
な
っ
た
が
、
「
所
行
無
道
、

錐
集
村
悪
、
不
至
於
此
」
　
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
淫
虐
で
、
王
に
な
っ

て
六
年
後
、
問
責
さ
れ
て
自
殺
、
江
都
国
は
没
収
さ
れ
、
広
陵
郡

と
な
っ
た
。
『
漢
書
』
景
十
三
王
伝
に
見
え
る
。
『
史
記
』
五
宗

世
家
に
も
記
さ
れ
る
。
　
具
　
量
詞
。
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
に
　
「

栴
席
千
具
」
　
と
あ
る
。
　
送
著
　
持
っ
て
行
っ
て
そ
の
場
所
に
置

く
。
「
著
」
　
に
つ
い
て
は
、
江
藍
生
『
魂
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匪

富

　

永

　

一

　

登

繹
』
　
に
詳
し
い
。

【
訓
読
】
　
廣
陵
に
家
有
り
。
相
博
ふ
る
に
足
れ
漠
の
江
都
王
建

か
つ

の
墓
な
り
。
常
て
村
人
の
行
き
て
過
ぐ
る
有
り
、
地
に
数
十
具
の

う
す磨
有
る
を
見
て
、
一
具
を
取
り
て
持
ち
締
る
。
暮
に
即
ち
門
を
叩

.
も
し
こ

き
て
磨
を
求
む
る
こ
と
甚
だ
急
な
り
。
明
且
　
故
の
虞
に
送
著
す
。

【
訳
文
】
　
広
陵
郡
に
墓
が
あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
漠
の
江

都
王
劉
建
の
墓
だ
と
い
う
。
あ
る
と
き
通
り
か
か
っ
た
村
人
が
、

地
面
に
数
十
個
の
石
う
す
が
有
る
の
を
見
て
、
一
個
を
取
っ
て
持

ち
帰
っ
た
。
夕
暮
れ
に
な
る
と
門
を
叩
い
て
し
き
り
に
石
う
す
を

返
す
よ
う
に
要
求
し
て
き
た
。
翌
日
の
朝
、
も
と
の
所
に
持
っ
て

行
っ
て
置
い
た
。

【
補
説
】
　
幽
鬼
の
姿
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
話
の
筋
か
ら
考

え
る
と
、
墓
の
主
、
或
い
は
そ
の
使
者
が
、
持
ち
去
ら
れ
た
所
有

物
を
返
還
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
先
の
第
二
一
話
と
同
様
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
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2
3
　
廣
陵
露
白
村
人
、
毎
夜
租
見
鬼
怪
。
威
有
異
形
醜
悪
①
、
怯

弱
者
莫
敢
過
。
村
人
怪
如
比
、
疑
必
有
故
、
相
率
得
十
人
、
一
時

鍍
掘
。
入
地
尺
許
、
得
一
朽
爛
方
相
頭
。
訪
之
故
老
、
成
云
、
「

嘗
有
人
冒
雨
送
葬
②
、
至
比
遇
劫
、
一
時
散
走
、
方
相
頭
陥
没
泥

中
。
」
　
〔
御
覧
五
百
五
十
二
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
九
五
真

【
校
異
】
　
①
　
「
成
」
、
御
覧
作
　
「
或
」
、
飽
崇
城
本
作
　
「
成
」
。

②
御
覚
無
　
「
送
」
字
、
飽
崇
城
本
有
。

【
注
釈
】
　
廣
陵
　
今
の
江
蘇
省
揚
州
市
。
　
露
日
付
　
『
資
治

通
鑑
』
巻
二
八
七
後
漠
紀
高
祖
天
福
十
二
年
　
(
九
四
七
)
　
胡
三
省

注
に
、
「
項
安
世
家
説
日
、
古
無
村
名
。
今
之
相
、
即
古
之
都
野

也
。
…
…
隋
世
巳
有
村
名
。
唐
令
、
在
田
野
島
村
、
置
村
正
一
人
。
」

と
あ
り
、
宮
川
尚
志
『
六
朝
史
研
究
　
(
政
治
・
社
会
篇
)
』
　
(
平

楽
寺
書
店
、
一
九
六
四
年
)
　
に
　
「
村
と
い
う
村
落
呼
称
が
中
国
に

お
い
て
法
令
に
明
記
さ
れ
た
の
は
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
と
思
う
」

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
村
が
正
式
の
行
政
単
位
と
な
っ
た
の
は
唐

代
か
ら
で
あ
る
。
『
宋
書
』
百
官
志
に
は
　
「
五
家
島
伍
、
二
伍
烏

什
、
十
什
烏
里
、
十
里
鳥
亭
、
十
亭
鳥
郷
」
　
と
あ
り
、
村
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
旧
店
書
』
職
官
志
二
に
は
　
「
百
戸
岳
里
、

五
里
岳
郷
。
南
京
及
州
醇
之
郭
内
、
分
宿
坊
、
郊
外
島
村
。
里
及

坊
、
村
皆
有
正
、
以
司
督
察
。
」
　
と
、
郊
外
の
行
政
単
位
と
し
て

明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
厳
耕
望
『
中
国
地
方
行
政
制
度
史
』

(
上
篇
、
三
、
巻
中
　
「
魂
晋
南
北
朝
地
方
行
政
制
度
」
　
上
冊
、
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
四
十
五
、
一
九
六
三
年
)
　
や

、
宮
川
尚
志
氏
の
前
掲
書
に
、
南
北
朝
時
代
に
固
有
名
詞
と
し
て
の

村
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
　
「
露

白
村
」
　
も
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
川
氏
は
八
十
一
例
を
挙

げ
ら
れ
る
が
、
「
露
白
村
」
　
は
そ
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一
時
一
斉
に
の
意
。
江
藍
生
『
貌
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匝
釈
』

に
　
「
一
吋
作
副
詞
、
又
力
一
起
、
全
都
。
」
　
と
い
う
。
下
の
　
「
一

時
」
　
も
同
じ
。
　
方
相
　
も
と
周
代
の
官
職
名
で
、
熊
の
皮
を
着

て
、
黄
金
の
四
つ
目
の
面
を
つ
け
、
盾
と
矛
を
持
っ
て
疫
を
追
い

払
う
。
『
周
穏
』
夏
官
・
方
相
氏
に
　
「
掌
豪
熊
皮
、
黄
金
四
日
、

玄
衣
朱
裳
、
執
曳
揚
盾
、
帥
百
隷
而
時
難
、
以
索
宝
殿
疫
。
大
喪
、

先
匿
、
及
墓
入
填
、
以
曳
撃
四
隅
、
敵
方
良
。
」
　
(
熊
皮
を
蒙
り
、

黄
金
四
日
、
玄
衣
朱
裳
、
文
を
煎
り
盾
を
揚
げ
、
百
隷
を
帥
ゐ
て

お

に

や

・

り

ひ

　

　

　

　

　

　

　

さ

が

　

　

　

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

つ

ぎ

時
難
し
、
以
て
宝
を
索
し
疫
を
殴
る
を
掌
る
。
大
喪
に
は
、
匿

に
先
ん
じ
、
墓
に
及
び
墳
に
入
り
、
女
を
以
て
四
隅
を
撃
ち
、
方

良
を
殴
る
。
鄭
玄
注
…
方
良
、
岡
雨
也
。
)
　
と
あ
る
。
ま
た
、
夏
官

序
官
　
「
方
相
氏
狂
夫
四
人
」
　
鄭
玄
注
に
　
「
方
相
、
猶
言
放
想
。
可

畏
怖
之
貌
。
」
　
と
い
う
よ
う
に
、
恐
ろ
し
い
形
相
で
あ
っ
た
。
鄭

晩
晴
注
(
5
4
頁
「
王
仲
文
」
注
)
　
に
よ
る
と
、
最
初
は
人
が
扮
し
て

い
た
が
後
に
木
で
彫
刻
す
る
よ
う
に
な
り
、
普
代
に
は
、
上
公
の

亮
じ
た
者
に
は
方
相
車
一
台
を
賜
っ
た
と
い
う
　
(
典
拠
挙
げ
ず
)
。

『
御
覧
』
巻
五
五
二
引
察
質
『
漢
官
儀
』
に
　
「
陰
太
后
崩
、
前
有

方
相
、
及
鳳
風
車
。
」
、
同
引
『
音
公
卿
穏
秩
』
に
　
「
上
公
芸
者
、

給
方
相
車
一
乗
。
安
平
王
字
義
、
方
相
車
駕
馬
。
」
　
と
あ
る
。
ま

た
『
通
典
』
巻
一
三
九
　
「
穏
九
九
　
開
元
穏
幕
類
三
四
　
凶
六
　
三

品
以
上
喪
中
器
行
序
」
に
も
「
去
露
草
後
次
方
相
車
」
と
あ
る
。
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劫
　
追
い
は
ぎ
、
強
盗
。
劫
の
俗
字
。
『
正
字
通
』
に
　
「
劫
、

俗
劫
字
」
　
と
あ
る
。

九
な

【
訓
読
】
　
廣
陵
の
露
白
村
の
人
、
夜
毎
に
軋
ち
鬼
怪
を
見
る
。
成

異
形
醜
慈
有
り
、
怯
弱
な
る
者
故
へ
て
過
ぐ
る
美
し
。
村
人
　
此

く
の
如
き
を
怪
し
み
、
必
ず
故
有
ら
ん
と
疑
ひ
、
相
率
ゐ
て
十
人

ほ
か
り

を
得
、
一
時
に
綾
臆
す
。
地
に
入
る
こ
と
尺
許
に
し
て
、
一
の

朽
爛
せ
し
方
相
の
頭
を
得
。
之
を
故
老
に
訪
ぬ
る
に
、
成
云
ふ
、

「
嘗
て
人
の
雨
を
冒
し
て
送
葬
す
る
有
り
、
此
に
至
り
劫
に
遇
ひ
、

一
時
に
散
走
し
、
方
相
の
頭
泥
中
に
陥
没
す
」
　
と
。

【
訳
文
】
　
広
陵
の
露
白
相
の
人
は
、
夜
毎
に
幽
鬼
を
見
た
。
み

な
異
形
醜
悪
で
、
臆
病
な
者
は
夜
に
出
歩
こ
う
と
は
し
な
く
な
っ

た
。
村
人
は
こ
の
こ
と
を
怪
し
み
、
き
っ
と
訳
が
あ
る
に
違
い
な

い
と
思
い
、
十
人
の
仲
間
を
集
め
て
、
一
斉
に
発
掘
し
た
。
地
中

一
尺
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
、
一
つ
の
朽
ち
た
方
相
の
頭
を
見
つ
け

た
。
故
老
た
ち
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
み
な
、
「
む
か
し
雨
の
中
で

葬
儀
を
行
っ
た
者
が
い
た
が
、
こ
の
辺
り
で
追
い
は
ぎ
に
遭
い
、

一
斉
に
散
り
散
り
に
逃
げ
て
、
方
相
の
頭
が
泥
の
中
に
め
り
こ
ん

だ
の
だ
」
　
と
言
っ
た
。

【
補
説
】
　
土
中
よ
り
方
相
の
頭
が
現
れ
た
と
い
う
話
は
、
『
続

異
記
』
　
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
7
話
、
『
広
記
』
巻
一
四
一
引
)

に
も
見
ら
れ
る
。
『
捜
神
記
』
巻
一
六
第
3
7
6
話
に
は
、
方
相
に
よ

る
厄
払
い
の
謂
わ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
績
項

氏
の
三
人
の
子
ど
も
が
死
後
に
疫
鬼
と
な
り
、
そ
れ
を
追
い
払
う

り

い

な

た
め
に
方
相
氏
に
命
じ
て
正
月
に
追
健
の
儀
式
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
『
捜
神
記
』
去
二
五
第
3
6
2
話
に
あ
る
・
幽
鬼
と
な

っ
た
父
か
ら
も
ら
っ
た
疫
病
か
ら
免
れ
る
こ
と
の
で
き
る
丸
薬
を

費
長
房
が
方
相
の
脳
み
そ
だ
と
い
う
話
は
、
方
相
が
疫
鬼
を
追
い

払
う
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
方
相
の
恐
ろ
し
い
形
相
は
、
し
ば
し
ば
妖
怪
の
姿
を
表

現
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
『
捜
神
記
』
巻
九
第
2
4
9
話
、
廟
に
現
れ
た
妖
怪
(
両
眼
壷

赤
、
身
有
光
耀
)
　
が
、
方
相
の
よ
う
だ
っ
た
。
『
甑
異
伝
』

(
『
広
記
』
巻
三
二
一
引
)
　
同
じ
。

・
『
幽
明
録
』
第
1
6
2
話
(
『
広
記
』
巻
三
五
九
引
)
、
屏
風
の

上
に
現
れ
た
妖
怪
の
顔
　
(
両
目
如
升
、
光
明
一
屋
、
手
掌
如

簸
箕
、
指
長
敷
寸
、
又
挺
動
其
耳
目
。
)
　
が
方
相
の
よ
う
だ

っ
た
。
・
『
異
苑
』
巻
四
第
m
話
(
『
御
覧
』
巻
九
七
一
引
同
)
、
木

の
下
に
現
れ
た
怪
物
の
姿
　
(
面
磨
三
尺
、
眼
横
竪
)
　
が
方
相

の
よ
う
だ
っ
た
。

・
『
捜
神
後
記
』
巻
七
第
8
6
話
、
白
狗
が
人
に
な
り
、
そ
の

姿
　
(
日
赤
如
火
、
磋
ダ
吐
舌
、
甚
可
憎
悪
)
　
が
方
相
の
よ
う

だ
っ
た
。
『
幽
明
録
』
第
1
6
0
話
(
『
広
記
』
巻
一
四
一
引
)

同
じ
。

或
い
は
、
・
『
授
神
記
』
巻
一
七
第
4
0
8
話
、
竹
林
に
い
た
福
の
神
の
顔

が
方
相
の
よ
う
だ
っ
た
。

・
『
雑
鬼
神
志
怪
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
8
話
、
『
広
記
』
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巻
二
九
三
引
『
志
怪
』
)
、
産
山
君
と
称
す
る
人
の
姿
が
方

相
の
よ
う
だ
っ
た
。
股
芸
『
小
説
』
　
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本

第
1
0
6
話
・
『
績
談
助
』
巻
四
引
)
同
じ
。

な
ど
の
よ
う
に
、
福
神
や
廟
神
の
形
相
に
も
喩
え
ら
れ
た
り
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
方
相
が
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
だ
っ
た
証
で
あ
ろ

ー
つ
0

42

碩
鯖
下
有
眩
澤
。
以
視
之
眩
人
眼
、
因
以
島
名
。
傍
有
田
陵
。

昔
有
人
船
行
過
此
披
①
、
見
一
死
蚊
在
限
上
不
得
下
。
無
何
、
見

一
人
、
長
粒
烏
衣
、
立
於
岸
側
。
語
行
人
云
、
「
吾
昨
下
肢
、
不

過
而
死
。
可
烏
報
眩
澤
。
」
行
入
日
、
「
眩
渾
無
人
。
云
何
可
報
。
」

烏
衣
人
云
、
「
但
至
澤
、
便
大
言
之
。
」
　
行
人
如
其
旨
。
須
輿
、

渾
中
有
競
泣
聾
。
〔
御
覧
六
十
六
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
七
〇
頁

【
校
異
】
　
①
　
「
船
」
、
御
覚
作
　
「
虹
」
、
飽
崇
城
本
作
　
「
船
」
。

『
玉
篇
』
云
、
「
紅
、
一
船
也
。
」
集
韻
云
、
「
船
、
俗
作
紅
、
非
是
。
」

【
注
釈
】
　
碩
醇
　
l
未
詳
。
他
の
文
献
に
見
当
た
ら
な
い
。
　
田

破
　
堤
。
土
手
で
囲
っ
て
田
の
用
水
を
た
め
て
あ
る
池
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
宋
・
欧
陽
修
　
「
読
狙
採
集
詩
」
　
(
作
田
披
)
、
『
宋
史
』

河
渠
志
玉
な
ど
に
例
が
見
ら
れ
る
。
『
中
国
古
代
十
大
志
怪
小
説

賞
析
』
は
「
田
里
有
全
池
塘
」
と
訳
し
、
鄭
晩
晴
は
こ
こ
の
「
披
」

に
　
「
池
墳
」
　
と
注
す
る
。
　
較
　
み
ず
ち
。
龍
の
一
種
、
蛇
に
似

て
四
本
足
、
人
を
呑
む
と
い
う
　
(
『
山
海
経
』
郭
瑛
注
な
ど
)
。
『

説
文
』
　
に
は
、
「
蚊
、
龍
属
、
無
角
自
校
。
」
　
と
あ
る
。
ま
た
、
「

鮫
」
　
と
通
じ
て
大
魚
　
(
さ
め
の
類
)
　
の
意
で
も
使
わ
れ
る
。
『
准

南
子
』
説
林
訓
「
蚊
在
其
下
」
高
誘
注
に
「
蚊
、
魚
属
。
皮
有
珠
、

能
書
人
。
」
　
と
い
う
。
　
在
肢
上
不
得
下
　
堤
の
上
で
下
る
こ
と

が
で
き
ず
に
い
た
。
こ
こ
と
下
文
の
　
「
破
」
　
は
、
用
水
池
と
眩
淳

の
間
に
あ
る
堰
堤
の
意
に
解
す
る
。
『
中
国
古
代
十
大
志
怪
小
説

賞
析
』
は
「
塘
堤
」
と
訳
し
、
下
文
の
　
「
吾
昨
下
限
、
不
過
而
死
」

は
、
「
我
昨
天
下
塘
、
没
能
迂
来
、
死
在
岸
上
」
　
と
訳
す
。
　
云

何
可
報
　
ど
う
し
て
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
疑
問
詞
。

い
か
ん
。
『
漢
語
大
詞
典
』
　
の
例
文
に
よ
れ
ば
、
「
云
何
～
」
　
(
カ

何
、
カ
什
久
と
訳
す
)
　
の
場
合
は
反
語
文
、
「
～
云
何
」
　
(
恋
え

み
、
恋
え
梓
と
訳
す
)
　
の
場
合
は
疑
問
文
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

鄭
晩
晴
注
は
　
「
恋
え
説
可
以
拍
信
梶
」
、
『
中
国
古
代
十
大
志
怪

小
説
賞
析
』
は
　
「
忠
玄
能
移
拍
倍
」
　
と
訳
す
。

ノ
ヽ
,
り

【
訓
読
】
　
碩
醇
の
下
に
眩
渾
有
り
。
之
を
視
れ
ば
人
眼
を
眩
ま

す
を
以
て
、
因
り
て
以
て
名
と
烏
す
。
傍
に
田
披
有
り
。
昔
　
人

有
り
船
行
し
て
比
の
肢
を
過
ぎ
、
一
の
死
せ
し
蚊
の
披
上
に
在
り

い
く
ば
く

て
下
る
を
得
ざ
る
を
見
る
。
何
も
無
く
し
て
、
一
人
を
見
る
、

つ

長
壮
烏
衣
に
し
て
、
岸
側
に
立
つ
。
行
人
に
語
げ
て
云
ふ
、
「
吾

昨
肢
を
下
ら
ん
と
し
、
過
ぎ
ず
し
て
死
す
。
鳥
に
眩
橙
に
報
ず

い

か

ん

べ
し
」
　
と
。
行
人
目
く
、
「
眩
澤
に
人
無
し
。
云
何
ぞ
報
ず
ぺ
け

ん
や
」
　
と
。
烏
衣
の
人
云
ふ
、
「
但
だ
澤
に
至
り
、
便
ち
之
を
大

言
せ
よ
」
　
と
。
行
人
　
其
の
旨
の
如
く
す
。
須
輿
に
し
て
、
渾
中

に
競
泣
の
啓
有
り
。

【
訳
文
】
　
碩
醇
の
中
に
眩
醇
が
あ
る
。
こ
の
淵
を
見
る
と
目
が

く
ら
む
の
で
、
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
。
そ
ば
に
は
た
め
池
が
あ
る
。
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昔
あ
る
人
が
船
に
乗
っ
て
こ
の
た
め
池
を
通
っ
て
い
た
と
き
に
、

一
匹
の
蚊
が
堰
堤
の
上
で
淵
に
下
る
こ
と
が
で
き
ず
に
死
ん
で
い

る
の
を
見
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
背
が
高
く
頑
強
で
黒
い
服
を
着

た
人
が
、
岸
辺
に
立
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
船
人
に
告
げ
て
、

「
私
は
昨
日
堰
堤
を
下
ろ
う
と
し
て
、
下
り
き
れ
ず
に
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
私
の
た
め
に
眩
澤
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
　
と
言
っ
た
。

船
人
が
、
「
眩
澤
に
は
人
が
い
な
い
。
ど
う
し
て
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
」
　
と
言
う
と
、
黒
い
服
の
人
は
、
「
た
だ
淵
に
行

っ
た
と
き
に
、
大
声
で
言
え
ば
い
い
」
　
と
言
っ
た
。
船
人
は
そ
の

通
り
に
し
た
。
す
る
と
し
ば
ら
く
し
て
、
淵
の
中
か
ら
泣
き
叫
ぶ

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

【
補
説
】
　
校
に
関
す
る
話
は
、
『
広
記
』
巻
四
二
五
、
『
御
覧
』

巻
九
三
〇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
の
姿
を
し
て
現
れ
る

の
は
、
『
広
記
』
巻
四
六
八
～
四
七
一
の
　
「
水
族
」
　
五
～
八
　
(
水

族
為
人
)
　
の
魚
・
狽
・
亀
・
竃
な
ど
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。

蚊
に
関
し
て
は
、
『
異
苑
』
巻
三
第
1
0
0
話
(
『
広
記
』
巻
四
六
九
、

『
御
覧
』
巻
九
三
〇
引
並
同
)
　
に
、
李
増
が
二
匹
の
蚊
の
う
ち
の

一
匹
を
射
殺
し
た
と
こ
ろ
、
喪
服
を
着
た
女
が
矢
を
手
に
し
て
現

れ
、
恨
み
言
を
言
う
と
い
う
話
が
あ
る
。
蚊
は
、
『
説
文
』
　
に
　
「

池
魚
蒲
三
千
六
百
、
較
来
島
之
長
、
能
連
魚
而
飛
。
置
筍
水
中
印

蚊
去
。
」
　
(
池
魚
　
三
千
六
百
に
溝
た
ば
、
蚊
　
来
た
り
て
之
が
長

ひ

き

　

　

　

　

　

や

な

と
為
り
、
能
く
魚
を
蓮
ゐ
て
飛
ぶ
。
筍
を
水
中
に
置
か
ば
即
ち
蚊

去
る
)
　
と
あ
り
、
魚
の
主
の
よ
う
な
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
「
蚊
人
　
(
鮫
人
)
」
　
(
『
文
選
』
巻
五
・
左
思
　
「
呉
都
賦
」
、

巻
一
二
・
木
華
　
「
海
賦
」
、
郭
瑛
・
「
江
賦
」
、
巻
三
四
・
曹
植
　
「

七
啓
」
、
任
坊
『
述
異
記
』
巻
上
、
『
洞
冥
記
』
な
ど
)
　
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
人
と
同
様
に
水
底
に
居
を
構
え
て
い
る
　
(

劉
達
　
「
呉
都
賦
」
。
.
注
云
、
「
鮫
人
水
底
居
也
」
)
　
と
も
考
え
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
話
は
、
こ
の
よ
う
な
蚊
に
関
l
　
す
る
伝
承
を
背
景
に

語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
5
　
東
莱
人
性
露
、
作
酒
多
醇
、
濁
而
更
清
。
二
人
日
、
「
以
是

醇
ロ
。
」
　
〔
書
紗
一
百
四
十
八
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
一
九
一
百

【
校
異
】
　
孔
氏
三
十
三
再
審
堂
影
抄
本
『
北
堂
書
紗
』
同
。
孔

贋
陶
校
注
云
、
「
今
案
陳
・
愈
本
無
二
人
以
下
。
欽
定
園
書
集
成

食
貨
典
二
百
八
十
三
濁
作
膠
、
亦
無
二
人
以
下
。
」
　
(
光
緒
十
四

年
の
孔
廣
陶
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
『
書
紗
』
に
は
、
明
・
万
暦
年

間
の
陳
南
讃
刻
本
と
愈
安
期
刻
本
、
清
・
乾
隆
年
間
の
孫
星
宿
校

本
(
元
季
影
抄
本
に
よ
る
)
、
清
・
道
光
年
間
の
厳
可
均
の
北
堂
書

砂
原
本
へ
明
初
写
本
、
未
経
陳
南
謀
改
定
)
が
あ
る
と
い
う
。
)

【
注
釈
】
　
東
莱
　
郡
名
。
今
の
山
東
省
莱
州
市
。
　
性
塵
　
取

り
あ
え
ず
　
「
生
ま
れ
つ
き
霊
妙
」
　
と
解
す
る
が
、
後
の
第
3
7
話
で

一
l

は
「
姓
也
」
(
也
と
い
う
姓
)
、
『
捜
神
記
』
巻
一
六
第
3
9
1
話
で
は

「
姓
池
」
　
(
池
と
い
う
姓
)
　
に
作
る
の
で
、
こ
こ
も
或
い
は
　
「
姓

～
」
　
の
間
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
陳
南
讃
刻
本
は
こ
の
二
字
が
無

い
。
　
多
醇
　
非
常
に
よ
く
熟
し
た
味
の
濃
い
酒
。
　
濁
而
更
清

濁
酒
か
ら
清
酒
に
変
わ
る
と
い
う
意
か
。
濁
り
が
沈
殿
す
る
こ

と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
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【
訓
読
】
　
凍
莱
の
人
性
露
に
し
て
、
酒
を
作
り
て
醇
多
く
、

濁
る
も
清
に
更
は
る
。
二
人
日
く
、
「
是
を
以
て
醇
口
。
」

【
訳
文
】
　
東
乗
の
あ
る
人
は
生
ま
れ
つ
き
霊
妙
で
、
非
常
に
よ

く
熟
し
た
味
の
濃
い
酒
を
作
り
、
濁
っ
て
い
た
の
が
澄
ん
で
く
る
。

二
人
は
、
「
…
…
」
　
と
言
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
断
片
で
あ
り
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
『

捜
神
記
』
巻
〓
ハ
第
3
9
1
話
(
『
幽
明
録
』
第
3
7
話
略
同
)
の
、
東

某
の
酒
屋
に
酒
を
飲
み
に
来
た
三
人
が
幽
鬼
だ
っ
た
と
い
う
話
と

関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

2
6
　
楚
文
王
少
時
好
機
①
。
有
一
人
献
一
鷹
②
。
文
王
見
之
③
、

爪
距
神
爽
、
殊
絶
常
鷹
④
。
故
鳥
独
於
雲
夢
⑤
、
置
網
雲
布
、
梱

焼
張
天
⑥
、
毛
畢
羽
族
、
事
喧
競
持
⑦
。
此
鷹
軒
頸
睦
目
⑧
、
遠

視
雲
際
⑨
、
無
挿
喧
之
志
⑩
。
王
日
、
「
菩
鷹
所
獲
以
百
敷
、
汝

鷹
曾
無
奮
意
。
格
欺
余
耶
。
」
　
献
者
日
、
「
若
致
於
雉
免
、
臣
豊

敢
献
。
」
　
俄
而
雲
際
有
一
物
凝
翔
⑪
、
鮮
白
不
排
其
形
⑫
。
鷹
便

疎
副
而
升
⑬
、
直
若
飛
電
⑭
。
須
輿
、
羽
堕
如
雪
、
血
下
如
雨
。

有
大
鳥
堕
地
⑮
、
度
其
両
辺
⑯
、
康
数
十
里
⑰
、
衆
莫
能
識
⑬
。

時
有
博
物
君
子
日
⑲
、
「
此
大
鵬
雛
也
。
⑳
」
文
王
乃
厚
貴
之
⑳
。

〔
御
覧
九
百
二
十
六
、
九
百
二
十
七
。
類
衆
九
十
一
、
九
十
二
。

廣
記
四
百
六
十
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
五
七
頁
　
′

【
校
異
】
　
①
類
衆
九
一
作
「
楚
文
王
時
」
。
類
棄
九
二
、
廣
記

作
　
「
楚
文
王
好
機
」
。
御
覚
九
二
七
作
　
「
楚
文
王
好
狙
、
有
一
人

献
一
鷹
、
撃
鵬
雛
。
」
云
、
「
事
具
鷹
門
。
」
②
類
衆
九
一
、
九
二
、

御
覧
九
二
六
、
廣
記
　
「
人
」
　
上
無
　
「
一
」
　
字
。
御
覧
九
二
七
、
飽

崇
城
本
九
二
六
有
「
一
」
字
。
③
類
衆
九
二
、
廣
記
作
「
王
見
」
。

類
衆
九
一
不
引
以
下
七
十
二
字
。
④
此
二
句
、
類
栗
九
二
作
　
「
爪

距
殊
常
」
、
廣
記
作
　
「
其
殊
常
」
。
⑤
　
「
於
」
、
廣
記
作
　
「
干
」
。

⑥
類
衆
九
二
、
廣
記
無
此
二
句
。
⑦
「
競
」
、
類
衆
九
二
無
此
字
、

廣
記
作
　
「
共
」
。
⑧
類
衆
九
二
、
廣
記
無
　
「
軒
頸
」
　
二
字
。
⑨
『

古
小
説
鈎
沈
』
本
脱
此
四
字
。
接
御
覚
九
二
六
　
(
飽
崇
城
本
同
)

補
。
類
衆
九
二
、
廣
記
　
「
視
」
　
作
　
「
暗
」
。
⑲
類
衆
九
二
、
廣
記

無
比
以
下
三
十
六
字
。
⑪
類
衆
九
二
、
廣
記
無
「
而
雲
際
」
三
字
。

⑫
　
「
研
」
、
御
覧
九
二
六
、
飽
崇
城
本
作
　
「
掃
」
。
類
棄
九
一
無

「
不
鯛
其
形
」
四
字
。
廣
記
原
本
無
「
形
」
字
、
鮎
校
本
校
注
云
、

「
形
字
原
閥
。
接
太
平
御
寛
容
九
二
六
捕
。
」
　
⑬
　
「
副
」
、
廣
記

作
　
「
羽
」
。
⑪
類
釆
九
一
無
比
句
。
⑮
　
「
鳥
」
、
廣
記
作
　
「
烏
」
。

⑯
類
衆
九
一
無
　
「
度
其
」
　
二
字
。
「
両
」
、
廣
記
作
　
「
羽
」
。
⑰
御

覧
九
二
六
、
飽
崇
城
本
無
　
「
廣
」
　
字
。
⑬
類
祭
九
二
、
廣
記
無
比

句
。
⑲
類
衆
九
一
無
　
「
有
」
　
字
。
⑳
類
衆
九
一
無
　
「
大
」
　
字
。
「

雛
」
、
御
覧
九
二
六
、
類
栗
九
一
、
九
二
、
廣
記
並
作
　
「
鵠
」
。

飽
崇
城
本
九
二
六
作
「
雛
」
。
⑳
類
究
九
一
、
廣
記
無
此
句
。

【
注
釈
】
　
楚
文
王
　
春
秋
時
代
の
楚
の
君
主
。
前
六
八
九
-
前

六
七
七
在
位
。
『
左
氏
伝
』
で
は
、
魯
の
荘
公
一
三
年
(
六
七
五
)

に
卒
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
『
史
記
』
楚
世
家
、
十
二

諸
侯
年
表
に
よ
る
。
　
爪
距
神
爽
　
爪
が
極
め
て
頑
健
な
こ
と
。

「
距
」
　
は
、
け
づ
め
。
「
神
爽
」
　
は
、
抜
き
ん
で
て
素
晴
ら
し
い

こ
と
。
『
漢
語
大
詞
典
』
　
に
こ
の
文
を
引
き
、
「
沈
神
俊
。
多
形
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容
猛
禽
、
良
男
等
姿
火
心
雄
健
。
」
　
と
い
う
。
　
故
鳥
狙
於
雲
夢

わ
ざ
わ
ざ
雲
夢
で
狩
を
し
た
。
「
故
」
　
は
、
鄭
晩
晴
注
に
「
特
地
」

と
い
う
。
「
雲
夢
」
　
は
、
沢
の
名
、
今
の
湖
北
省
安
陸
市
一
帯
。

灼
焼
張
天
　
煙
が
空
に
広
が
る
。
「
佃
焼
」
　
は
、
燻
し
て
獣
を

追
い
出
す
た
め
の
煙
。
『
漢
語
大
詞
典
』
　
に
　
「
薫
焼
」
　
と
解
し
、

晋
・
蓑
宏
『
後
漢
紀
』
　
の
例
を
引
く
。
狩
り
場
で
の
煙
火
に
つ
い

て
は
、
『
毛
詩
』
鄭
風
大
叔
千
田
に
　
「
叔
在
薮
、
火
烈
具
學
」
　
(

叔
薮
に
在
り
、
火
烈
具
に
挙
が
る
。
火
烈
は
、
毛
伝
に
　
「
烈
、

列
也
。
」
　
と
あ
り
、
獣
を
追
い
出
す
た
め
の
た
い
ま
つ
の
行
列
を

い
う
)
、
揚
雄
　
「
羽
根
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
八
)
　
に
　
「
學
蜂
烈
火
」

づ
ら

(
蜂
を
挙
げ
火
を
烈
ね
)
、
張
衡
「
酉
一
京
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
二
)

て

　

　

　

　

　

　

　

な

に
、
「
燦
京
薪
、
賊
雷
鼓
」
　
(
京
薪
を
煩
き
、
雷
鼓
を
賊
ら
し
)
　
「

光
炎
燭
天
庭
」
　
(
光
炎
は
天
庭
を
燭
ら
し
)
　
と
あ
る
。
「
張
天
」

は
、
左
思
　
「
国
都
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
四
)
　
に
　
「
苫
塵
張
天
」
　
(
苦

み
な
ざ

塵
　
天
に
張
る
)
　
と
あ
る
。
　
毛
畢
羽
族
　
こ
こ
で
は
、
猟
犬
と

狩
り
を
す
る
鷹
を
指
す
。
「
毛
畢
羽
族
」
　
は
、
獣
と
鳥
の
意
で
、

班
固
　
「
西
都
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
一
)
　
に
　
「
毛
軍
内
関
、
飛
羽
上

覆
」
　
(
毛
軍
内
に
関
ち
、
飛
羽
上
に
覆
ひ
)
、
左
思
　
「
萄
都
賦
」

(
『
文
選
』
巻
四
)
　
に
　
「
毛
革
陸
離
、
羽
族
紛
泊
」
　
(
毛
畢
陸
離

と
し
て
、
羽
族
　
紛
泊
す
)
　
と
あ
る
。
　
軒
頸
駐
日
　
首
を
高
く

上
げ
て
目
を
見
張
る
。
　
以
百
数
　
百
余
り
。
西
田
太
一
郎
『
漢

文
の
語
法
』
　
(
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
)
　
八
八
一
頁
)
の
　
「
溺
死

者
以
万
数
、
水
為
不
流
。
」
　
(
後
漢
書
、
光
武
帝
紀
更
始
元
年
)

の
解
説
に
、
(
「
以
万
教
」
　
を
万
単
位
で
数
え
る
と
誤
解
し
て
い

る
人
が
多
い
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
r
万
と
い
う
数
で
あ
る
」
　
「

そ
の
数
が
万
に
も
達
す
る
」
　
と
い
う
意
味
。
誤
ら
れ
易
い
の
で
特

に
こ
こ
に
詳
述
す
る
。
後
漢
書
の
こ
こ
の
李
賢
の
注
に
　
「
数
過
於

万
、
′
故
以
万
為
数
」
　
と
い
う
。
…
…
)
　
と
あ
る
。
た
だ
『
漢
語
大

詞
典
』
の
「
百
数
」
の
説
明
で
は
、
①
T
型
「
放
言
上
す
全
。
」

②
T
聖
「
用
富
来
汁
算
。
」
の
二
つ
を
挙
げ
、
前
者
に
は
「

購
之
至
者
百
敷
而
不
止
。
」
　
(
『
呂
氏
春
秋
』
精
諭
)
　
を
、
後
者
に

は
　
「
大
臣
郷
士
之
死
者
以
百
敷
。
」
　
(
『
呂
氏
春
秋
』
原
乱
)
　
を
引

く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
百
余
り
、
「
以
百
敷
」
　
は
、
数
百

と
い
う
意
に
な
る
。
『
中
国
古
代
十
大
志
怪
小
説
賞
析
』
で
は
、

「
我
的
鴎
措
荻
的
旦
曽
牧
以
百
汁
」
　
と
訳
す
。
一
物
凝
翔
　
ひ

と
か
た
ま
り
の
飛
ん
で
い
る
物
体
。
蝶
顧
　
翼
を
そ
び
や
か
す
。

『
漢
塊
六
朝
小
説
選
』
　
(
中
州
書
画
社
、
一
九
八
二
年
)
　
に
　
「
張

翼
」
　
と
注
す
る
。
　
大
脇
　
『
荘
子
』
遣
造
遊
篇
に
語
ら
れ
る
背

の
広
さ
が
幾
千
里
あ
る
と
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
大
鳥
。

・

7

カ

【
訓
読
】
　
楚
の
文
王
　
少
き
時
猟
を
好
む
。
一
人
の
一
鷹
を
献

ず
る
有
り
。
文
王
　
之
を
見
る
に
、
爪
拒
神
爽
に
し
て
、
常
の
鷹

こ
し
ー
さ
.
り

に
殊
絶
す
。
故
　
に
岳
に
雲
夢
に
猟
し
、
網
を
置
く
こ
と
雲
の
ご

し

　

　

　

　

　

　

　

　

み

な

ぎ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

ら

と
く
布
き
、
姻
焼
天
に
張
り
、
毛
畢
羽
族
、
事
ひ
喧
ひ
競
ひ
て
挿

た

か

　

　

　

　

み

は

む
。
此
の
鷹
　
頸
を
軒
く
し
目
を
優
り
、
遠
く
雲
際
を
視
る
の
み

に
し
て
、
挿
暖
の
志
無
し
。
王
日
く
、
「
吾
が
鷹
の
獲
る
所
　
百
を

以
て
敷
ふ
る
に
、
按
が
鷹
曾
て
奮
意
無
し
。
絡
た
余
を
欺
く
か
」

い
た

と
。
献
ず
る
者
日
く
、
「
雉
免
に
致
す
が
若
き
も
の
、
臣
豊
に
故

へ
て
献
ぜ
ん
や
」
と
。
俄
に
し
て
雲
際
に
一
物
の
凝
翔
す
る
有
り
、
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つ

は

さ

　

そ

ぴ

ヤ

か

　

　

の

ば

鮮
白
に
し
て
其
の
形
を
鯛
ぜ
ず
。
鷹
便
ち
副
を
壊
し
て
升
り
、

お

轟
と
し
て
飛
電
の
若
し
。
須
輿
に
し
て
、
羽
堕
つ
る
こ
と
雪
の

お

如
く
、
血
　
下
つ
る
こ
と
雨
の
如
し
。
大
鳥
の
地
に
堕
つ
る
有
り
、

其
の
雨
麹
を
度
る
に
、
廣
さ
数
十
里
、
衆
能
く
識
る
も
の
美
し
。

時
に
博
物
の
君
子
有
り
て
日
く
、
「
此
れ
大
鵬
の
雛
な
り
」
　
と
。

文
王
　
乃
ち
厚
く
之
を
賞
す
。

【
訳
文
】
　
楚
の
文
王
は
若
い
頃
に
狩
が
好
き
だ
っ
た
。
あ
る
人

が
一
羽
の
鷹
を
献
上
し
た
。
文
王
が
見
る
と
、
爪
が
極
め
て
頑
健

で
、
普
通
の
鷹
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
わ
ざ

わ
ざ
雲
夢
沢
で
狩
を
し
、
網
を
雲
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
し
、
獲
物

を
燥
し
出
す
煙
は
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
猟
犬
や
鷹
が
、
競
っ

て
獲
物
を
攻
撃
し
捕
ま
え
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
鷹
は
首
高
く
伸
ば

し
目
を
見
張
っ
て
、
遠
く
雲
の
果
て
を
見
る
だ
け
で
、
獲
物
を
捕

ま
え
よ
う
と
し
な
い
。
王
が
、
「
わ
し
の
鷹
は
百
余
も
の
獲
物
を

捕
ら
え
た
の
に
、
お
前
の
鷹
は
全
く
羽
ば
た
く
気
が
な
い
。
も
し

か
し
て
わ
し
を
騙
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
な
」
　
と
言
う
と
、
献
上

し
た
者
は
、
r
雉
や
免
に
力
を
発
揮
す
る
よ
う
な
も
の
を
、
私
が

ど
う
し
て
献
上
し
ま
し
ょ
う
か
」
　
と
言
っ
た
。
す
る
と
突
然
、
雲

の
際
に
ひ
と
か
た
ま
り
の
物
体
が
現
れ
た
が
、
真
っ
白
で
形
体
は

判
別
で
き
な
い
。
そ
の
鷹
は
す
ぐ
に
翼
を
そ
び
や
か
し
て
昇
り
、

ま
っ
す
ぐ
に
飛
び
上
が
る
さ
ま
は
稲
妻
の
よ
う
だ
っ
た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
羽
が
雪
の
よ
う
に
降
り
、
血
が
雨
の
よ
う
に
降
っ
て

き
た
。
大
鳥
が
地
面
に
落
ち
、
そ
の
翼
の
広
さ
は
数
十
里
も
あ
っ

た
。
誰
も
そ
の
鳥
を
知
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
物
知
り

の
君
子
が
い
て
、
「
こ
れ
は
大
鵬
の
雛
で
す
」
　
と
言
っ
た
。
そ
こ

で
文
王
は
鷹
を
献
上
し
た
者
に
多
く
の
褒
美
を
与
え
た
。

【
補
説
】
　
　
こ
の
話
は
、
『
初
学
記
』
巻
三
〇
引
『
孔
氏
志
怪
』

(
作
『
孔
氏
志
』
。
『
古
小
説
釣
沈
』
本
第
一
話
)
　
に
も
見
え
る
。

楚
文
王
好
田
、
天
下
快
狗
名
鷹
畢
衆
蔦
。
有
人
献
一
鷹
、

日
、
「
非
王
鷹
之
債
。
」
　
俄
而
雲
際
有
一
物
凝
翔
、
瓢
組
鮮

白
、
而
不
排
其
形
。
鷹
於
是
疎
副
而
升
、
蕗
若
飛
電
。
須
曳
、

羽
堕
如
雪
、
血
混
如
雨
。
良
久
、
有
一
大
鳥
堕
地
而
死
。
度

其
両
辺
、
廣
数
十
里
、
啄
邊
有
黄
、
衆
莫
能
知
。
有
博
物
君

子
日
、
「
此
大
鵬
雛
也
、
始
飛
蔦
、
放
鳥
鷹
所
制
。
」
　
乃
厚

賞
献
者
。

ほ
ぼ
同
様
の
文
な
の
で
、
も
と
の
出
処
は
一
つ
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
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鷹
が
大
鵬
の
雛
を
捕
ま
え
る
話
は
、
『
御
覧
』

異
類
伝
』
　
に
も
、
「
漢
武
帝
時
、
西
域
献
黒
鷹
。

朔
識
之
ご
　
(
漢
武
帝
の
時
、
西
域
黒
鷹
を
戯
ず
。

東
方
朔
　
之
を
識
る
)
　
と
あ
る
。

巻
九
二
七
引
『

得
鵬
雛
。
東
方

鵬
の
雛
を
得
。

2
7
　
漢
武
帝
常
微
行
過
人
家
①
。
家
有
婚
國
色
、
帝
悦
之
②
。
因

留
宿
③
、
夜
輿
婚
臥
④
。
有
書
生
亦
家
宿
、
善
天
文
。
忽
見
客
星

移
掩
帝
座
甚
逼
。
書
生
大
賢
憎
⑤
、
連
呼
咄
咄
、
不
党
督
高
。
仇

見
一
男
子
⑥
、
操
刀
路
欲
入
戸
。
聞
書
生
管
急
⑦
、
謂
岳
己
故
、

遂
塵
縮
走
⑧
。
客
星
應
時
即
退
。
帝
聞
其
督
、
異
而
召
問
之
。
書

生
具
説
所
見
。
乃
悟
日
、
「
此
人
足
婚
靖
⑨
。
購
欲
璋
其
凶
於
朕
。
」
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乃
召
羽
林
、
語
主
人
日
、
「
朕
、
天
子
也
。
」
　
於
是
檎
奴
而
伏
誅

⑩
、
厚
賜
書
生
。
〔
開
元
占
繹
八
十
三
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
三
一
貢

【
校
異
】
　
①
開
元
占
経
　
(
四
庫
全
書
本
)
　
「
人
」
　
上
有
「
主
」

字
。
②
「
之
」
、
開
元
占
控
作
「
焉
」
。
③
「
因
」
、
開
元
占
経
作

「
仇
」
。
④
「
臥
」
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
空
格
、
今
授
開
元
占
経

補
。
⑤
「
惜
」
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
作
「
毘
」
、
今
接
開
元
占
経

改
。
⑥
「
仇
」
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
作
「
乃
」
、
今
接
開
元
占
経

改
。
⑦
「
聞
」
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
作
「
間
」
　
二
九
七
三
年
全

集
本
・
一
九
九
九
年
古
籍
叢
編
本
作
　
「
聞
」
)
、
今
接
開
元
占
経

改
。
⑧
開
元
占
経
無
「
重
し
字
。
⑨
「
堵
」
、
開
元
占
控
作
「
婿
」
。

⑲
「
而
」
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
無
、
今
授
開
元
占
経
捕
。

【
注
釈
】
　
漠
武
帝
　
前
一
五
六
-
前
八
七
。
劉
徹
。
前
一
四
一

年
即
位
、
前
八
七
ま
で
五
十
四
年
間
在
位
。
微
行
　
お
し
の
び
。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
「
始
皇
烏
微
行
成
陽
」
集
解
に
「
張
量
目
、

若
微
桟
之
所
鳥
、
故
日
微
行
也
。
」
　
(
『
漢
書
』
成
帝
紀
「
上
始
鳥

微
行
出
」
　
張
暑
注
同
)
と
あ
る
。
　
國
色
　
国
中
で
第
一
等
の
美

人
。
『
公
羊
伝
』
倍
公
十
年
に
　
「
瑠
姫
者
、
國
色
也
。
」
　
と
あ
り
、

何
休
注
に
　
「
其
顔
色
一
国
之
選
。
」
　
と
い
う
。
　
客
星
　
新
星
。

『
漢
書
』
天
文
志
に
　
「
元
光
元
年
六
月
、
客
星
見
干
房
。
占
日
、

烏
兵
起
。
」
と
あ
る
。
　
帝
座
　
星
の
名
、
天
市
垣
の
中
に
あ
る
。

『
後
漢
書
』
巻
三
十
下
嚢
楷
伝
に
、
「
臣
露
見
去
歳
五
月
、
焚
惑

入
太
微
、
犯
帝
坐
、
出
端
門
、
不
軌
常
道
。
」
　
と
あ
り
、
ま
た
同

「
天
官
富
者
星
不
在
紫
宮
而
在
天
市
」
李
賢
注
引
『
山
陽
公
載
記
』

に
　
「
市
垣
二
十
二
星
両
帝
座
居
其
中
」
　
と
あ
る
。
　
咄
咄
　
意

外
な
こ
と
.
に
驚
い
て
発
す
る
声
。
　
『
世
説
新
語
』
排
調
篇
に
「

何
咄
咄
之
有
」
、
『
晋
書
』
巻
七
七
股
浩
伝
に
　
「
咄
咄
怪
事
」
　
と

あ
る
。
　
仇
見
　
続
い
て
見
る
。
「
仇
」
　
は
、
つ
い
で
の
意
。
江

藍
生
『
貌
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匪
釈
』
　
に
　
「
表
示
前
后
両
全
劫
作

相
地
逆
行
、
相
当
干
地
雨
、
又
。
」
　
と
い
う
。
　
建
縮
走
　
身
を

か
が
め
て
逃
げ
る
。
鄭
晩
晴
注
に
　
「
低
下
身
子
紹
快
逃
走
」
　
と
い

う
。
　
羽
林
　
武
帝
が
設
け
た
近
衛
軍
。
随
西
・
天
水
・
安
定
・

北
地
・
上
郡
・
西
河
の
六
郡
の
良
家
の
子
を
選
ん
で
、
建
章
宮
に

宿
衛
さ
せ
、
建
章
営
騎
と
称
し
、
後
に
羽
林
騎
と
改
め
た
。
「
鳥

國
羽
翼
、
如
林
之
盛
」
　
の
意
味
で
、
皇
帝
の
侍
衛
と
し
た
　
(
『
文

献
通
考
』
)
。
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
師
古
注
に
　
「
羽
林
、
亦
宿

衛
之
官
。
言
其
如
羽
之
疾
、
如
林
之
多
也
。
一
説
羽
所
以
鳥
王
者

羽
翼
也
。
」
　
と
い
う
。

【
訓
読
】
　
漢
武
帝
常
て
微
行
し
人
家
に
過
る
。
家
に
始
の
國

色
な
る
有
り
、
帝
之
を
悦
ぶ
。
因
り
て
留
宿
し
、
夜
碑
と
臥
す
。

書
生
有
り
亦
家
に
宿
し
、
天
文
を
善
く
す
。
忽
ち
客
星
の
移
り
て

帝
座
を
掩
ひ
甚
だ
逼
れ
る
を
見
る
。
書
生
大
い
に
驚
憎
し
て
、

つ

咄
咄
と
連
呼
し
、
覚
え
ず
啓
高
し
。
仇
い
で
一
男
子
の
、
刀
を
操

り
て
牌
に
戸
に
人
ら
ん
と
欲
す
る
を
見
る
。
書
生
の
馨
の
急
な
る

を
聞
き
、
己
が
故
の
烏
と
謂
ひ
て
、
遂
に
塵
縮
し
て
走
l
ぐ
。
客
星

時
に
應
じ
て
即
ち
退
く
。
帝
其
の
啓
を
聞
き
、
異
と
し
て
召
し

つ
ぷ
さ

て
之
を
問
ふ
。
書
生
　
具
に
見
る
所
を
説
く
。
乃
ち
悟
り
て
日
く
、
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ほ
し
い
ま
ま

「
比
の
人
は
走
れ
坤
の
堵
な
ら
ん
。
牌
に
其
の
凶
を
朕
に
　
埠

つ

に
せ
ん
と
欲
す
」
と
。
乃
ち
羽
林
を
召
し
、
主
人
に
語
げ
て
日
く
、

レ
ー
ー
b

「
朕
は
、
天
子
な
り
」
　
と
。
是
に
於
い
て
奴
を
稔
へ
て
誅
に
伏
せ

し
め
、
厚
く
書
生
に
賜
ふ
。

【
訳
文
】
　
漠
の
武
帝
は
か
つ
て
お
し
の
び
で
あ
る
人
家
に
立
ち

寄
っ
た
。
そ
の
家
の
召
使
い
に
第
一
等
の
美
女
が
い
て
、
武
帝
は

彼
女
が
気
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
家
に
泊
ま
り
、
夜
　
そ
の
女

と
枕
を
と
も
に
し
た
。
一
人
の
書
生
も
ま
た
そ
の
家
に
宿
を
と
っ

て
い
て
、
彼
は
天
文
に
通
じ
て
い
た
。
突
然
、
新
星
が
移
動
し
て

帝
座
を
覆
う
よ
う
に
異
常
に
接
近
す
る
の
が
見
え
た
。
書
生
は
大

変
驚
い
て
、
「
わ
ー
」
　
と
連
呼
し
、
思
わ
ず
大
声
に
な
っ
た
。
続

い
て
一
人
の
男
が
、
刀
を
手
に
し
て
部
屋
の
中
に
入
ろ
う
と
す
る

の
を
見
た
。
そ
の
男
は
書
生
の
切
迫
し
た
声
を
聞
き
、
自
分
の
せ

い
だ
と
思
っ
て
、
そ
の
ま
ま
身
を
か
が
め
て
逃
げ
た
。
新
星
は
同

時
に
帝
座
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。
武
帝
は
書
生
の
声
を
聞
い
て
、

怪
し
ん
で
書
生
を
呼
ん
で
尋
ね
た
。
書
生
は
見
た
こ
と
を
事
細
か

に
説
明
し
た
。
武
帝
は
初
め
て
事
の
次
第
を
悟
り
、
「
そ
の
男
は

こ
の
女
の
夫
で
あ
ろ
う
。
わ
し
に
凶
行
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
だ
」

と
言
っ
た
。
そ
し
て
侍
衛
の
兵
を
呼
び
、
家
の
主
人
に
、
「
朕
は

天
子
だ
」
　
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
男
を
捉
え
て
処
刑
し
、
書
生
に
多

く
の
層
美
を
与
え
た
。
J

【
補
説
】
　
客
星
が
帝
座
に
侵
入
す
る
の
と
、
天
子
に
憂
い
ご
と

が
あ
る
こ
と
を
関
連
づ
け
た
話
は
、
『
開
元
占
経
』
巻
八
三
に
こ

の
話
の
他
に
緯
書
な
ど
か
ら
数
話
引
か
れ
て
い
る
。

こ
の
『
幽
明
録
』
　
の
文
は
、
染
・
般
芸
『
小
説
』
に
も
収
録
さ

れ
て
い
て
、
魯
迅
は
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
『
説
邪
』
巻
二
五
か
ら

採
録
し
て
い
る
。

漢
武
帝
嘗
微
行
、
造
主
人
家
、
家
有
脾
國
色
、
帝
恨
之
、
仇

留
宿
、
夜
興
主
婦
臥
。
有
一
書
生
、
亦
寄
宿
、
善
天
文
、
忽

見
客
星
路
掩
帝
座
甚
逼
、
書
生
大
驚
、
連
呼
咄
咄
、
不
覚
聾

高
。
仇
入
、
見
一
男
子
持
刀
将
欲
入
、
聞
書
生
啓
急
、
謂
鳥

己
故
、
遂
縮
走
去
、
客
星
應
時
而
退
。
如
是
者
致
遍
。
帝
聞

其
馨
、
異
而
間
之
、
生
具
説
所
見
、
帝
乃
悟
日
、
「
此
人
必

脾
婿
、
路
欲
璋
其
凶
悪
干
朕
。
」
　
仇
召
集
□
門
羽
林
、
語
主

人
日
、
「
朕
天
子
也
。
J
　
於
是
禽
筆
問
之
、
服
而
誅
。
後
、

帝
嘆
日
、
「
斯
蓋
天
啓
書
生
於
扶
祐
朕
窮
。
」
　
乃
厚
賜
書
生
。

出
幽
冥
録
。
説
邪
二
十
五
。

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
男
の
襲
撃
が
数
回
試
み
ら
れ
て
い
る
と

記
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
『
開
元
占
経
』
に
引
く
『
幽
明
録
』

よ
り
少
し
詳
し
い
。
ま
た
、
『
広
記
』
巻
一
六
一
「
感
応
」
　
部
に

も
、
漢
武
帝
嘗
微
行
造
主
人
家
。
家
有
坤
國
色
、
帝
悦
之
。
仇
留

宿
、
夜
輿
主
婦
臥
。
有
一
書
生
、
亦
寄
宿
、
善
天
文
。
忽
見

客
星
絡
掩
帝
座
、
甚
逼
。
書
生
大
賢
憶
、
連
呼
咄
咄
。
不
覚

啓
高
。
仇
又
見
一
男
子
、
操
刀
将
入
戸
。
聞
書
生
啓
急
、
謂

鳥
己
故
、
遂
縮
走
。
客
星
應
時
而
退
。
如
此
者
敦
過
。
帝
聞

其
智
、
異
而
問
之
。
書
生
具
説
所
見
。
帝
乃
悟
日
、
「
必
此

入
婿
也
。
緒
欲
璋
兇
悪
於
朕
。
」
　
仇
召
集
期
門
羽
林
、
語
主
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人
口
、
「
朕
天
子
也
。
」
　
於
是
檎
奴
、
間
而
款
服
、
乃
謙
之
。

帝
歎
日
、
「
斯
蓋
天
啓
書
生
之
心
、
以
扶
祐
朕
射
。
」
　
乃
厚

賜
書
生
票
。
原
閑
出
虞
。
陳
校
本
作
出
幽
明
録
。

と
、
ほ
ぼ
同
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
談
憧
本
な
ど
は
出
処
を

記
し
て
い
な
い
。
た
だ
中
華
書
局
本
の
校
注
に
よ
る
と
、
陳
鱈
が

残
宋
本
を
も
と
に
許
日
昌
本
を
校
訂
し
た
と
言
わ
れ
る
陳
校
本
に

は
、
「
出
幽
明
録
」
　
と
記
し
て
あ
る
と
い
う
。
『
広
記
』
と
股
芸

『
小
説
』
の
文
は
似
た
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
こ
れ
が
『
幽
明
録
』

の
も
と
の
文
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

2
8
　
漢
武
見
物
如
牛
肝
。
入
地
不
動
。
間
東
方
朔
、
朔
日
、
「
此

積
愁
之
気
。
惟
酒
可
以
忘
愁
①
。
今
印
以
酒
湛
之
、
帥
消
。
」
　
【

書
紗
一
百
四
十
八
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
三
一
貢

【
校
異
】
　
①
　
「
惟
」
、
書
紗
作
　
「
惟
」
。
今
従
『
古
小
説
鈎
沈
』

本
。【注
釈
】
　
漠
武
　
漢
の
武
帝
。
　
東
方
朔
　
字
は
受
信
。
生
没

年
未
詳
、
一
説
に
前
〓
ハ
一
-
前
九
四
。
漢
の
武
帝
に
近
侍
し
、

詩
語
、
滑
稽
を
以
て
諷
諌
し
た
。
太
中
大
夫
、
給
事
中
と
な
る
。

『
史
記
』
巻
一
二
六
滑
稽
列
伝
緒
少
孫
補
、
『
漢
書
』
巻
六
五
に

伝
が
あ
る
。
　
積
愁
　
愁
い
が
積
み
重
な
る
。
『
幽
明
録
』
よ
り

後
の
例
だ
が
、
梁
・
王
僧
捕
　
「
春
愁
」
　
詩
に
　
「
積
愁
落
芳
賀
、
長

こ
ば

境
域
美
目
」
　
(
積
愁
芳
賀
を
落
と
し
、
長
晴
美
目
を
壊
つ
)
　
と

あ
る
。
【
訓
読
】
　
漢
武
物
の
牛
肝
の
如
き
を
見
る
。
地
に
入
り
て
動

°
㌧

か
ず
。
東
方
朔
に
間
ふ
に
、
朔
日
く
、
「
此
れ
積
愁
の
気
な
り
。
惟

L

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

そ

だ
酒
の
み
以
愁
い
を
忘
る
べ
し
。
今
即
し
酒
を
以
て
之
に
港
が
ば
、

即
ち
消
え
ん
」
　
と
。

【
訳
文
】
　
漢
の
武
帝
は
牛
の
肝
の
よ
う
な
物
を
見
た
。
地
面
に

入
っ
て
動
か
な
か
っ
た
。
東
方
朔
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
朔
は
、
ノ
「

こ
れ
は
愁
い
が
積
み
重
な
っ
た
気
で
す
。
た
だ
酒
だ
け
が
愁
い
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
酒
を
注
い
だ
ら
、
す
ぐ
に
消
え

る
で
し
ょ
う
」
　
と
言
?
た
も

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
一
物
の
名
を
記
さ
な
い
も
の
と
、
「
怪

哉
」
　
と
名
づ
け
る
も
の
の
二
つ
の
系
統
に
別
れ
て
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
前
者
は
『
捜
神
記
』
、
後
者
は
股
芸
『
小
説
』
　
(
出
『
東
方

朔
別
伝
』
)
　
で
あ
り
、
『
幽
明
録
』
　
の
話
は
、
前
者
の
節
録
と
思

わ
れ
る
。

○
『
捜
神
記
』
巻
=
第
2
7
0
話
「
酒
消
息
」

漠
武
帝
東
遊
、
未
出
函
谷
関
、
有
物
富
道
。
身
長
散
文
、
其

状
象
牛
。
青
眼
而
曜
晴
、
四
足
人
士
、
動
而
不
徒
。
百
官
驚

骸
。
東
方
朔
乃
請
以
酒
湛
之
。
濯
之
数
十
糾
而
物
消
。
帝
問

其
故
。
答
日
、
「
此
名
鳥
患
。
憂
気
之
所
生
也
。
此
必
是
秦

之
獄
地
。
不
然
、
則
罪
人
徒
作
之
所
乗
。
夫
酒
忘
憂
。
故
能

消
之
也
。
」
　
帝
日
、
「
畔
、
博
物
之
士
、
至
於
此
平
。
」
　
(
漢

の
武
帝
東
遊
し
、
未
だ
函
谷
関
を
出
で
ざ
る
に
、
物
有
り

た
け

て
道
に
富
た
る
。
身
の
長
敷
丈
に
し
て
、
共
の
状
牛
に
象

113

た
り
。
青
眼

動
か

す

も
従え

ら　に

ず　し

ひ
し
ー
み
　
か
が
ヤ

て
晴
を
曜
か
し
、
四
足
　
土
に
入
り
、

l
　
百
官
驚
骸
す
。
東
方
朔
　
乃
ち
酒
を
以
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そ
そ

て
之
に
濯
が
ん
こ
と
を
請
ふ
。
之
に
濯
ぐ
こ
と
数
十
斜
に
し

て
物
消
ゆ
。
帝
其
の
故
を
問
ふ
。
答
へ
て
日
く
、
「
此
れ
名

を
息
と
烏
す
。
憂
気
の
生
ず
る
所
な
り
。
此
れ
必
ず
走
れ
秦

あ
つ

の
獄
地
な
ら
ん
。
然
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
罪
人
徒
作
の
衆
ま
る

所
な
ら
ん
。
夫
れ
酒
は
憂
ひ
を
忘
れ
し
む
。
故
に
能
く
之
を

あ
あ

消
す
な
り
」
　
と
。
帝
日
く
、
「
呼
、
博
物
の
士
、
此
に
至
れ

る
か
」
　
と
。
)
　
(
『
御
覧
』
巻
六
四
三
、
『
広
記
』
巻
三
五
九
引
作

『
捜
神
記
』
。
『
法
苑
珠
林
』
　
(
四
部
叢
刊
一
二
〇
巻
本
の
巻
一
二
、

大
蔵
経
一
〇
〇
巻
本
の
巻
七
)
　
引
作
『
捜
神
侍
記
』
。
)

唐
・
李
冗
『
独
異
志
』
巻
上
の
、

漠
武
帝
自
回
中
郡
緯
一
山
曲
、
見
一
物
盤
地
、
状
若
牛
、
推

之
不
去
、
撃
之
不
散
。
間
左
右
、
無
能
知
者
。
東
方
朔
進
日
、

「
請
以
酒
一
斜
漬
之
。
」
　
帝
命
酒
癖
之
、
立
散
。
復
間
朔
。

日
、
「
此
必
秦
之
故
獄
、
積
其
怨
気
所
致
。
酒
能
消
愁
耳
。
」

帝
撫
朔
日
、
「
人
之
多
知
、
有
如
此
者
。
」

と
い
う
文
も
、
こ
の
系
統
の
話
で
あ
る
。

○
股
芸
『
小
説
』
　
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
　
〔
『
説
邪
』
巻
二
十
五
、
『
廣

記
』
巻
四
七
三
、
『
海
録
砕
事
』
巻
二
二
〕
)

武
帝
幸
廿
泉
宮
、
馳
道
中
有
島
赤
色
、
頭
目
牙
歯
耳
鼻
壷
具
。

観
者
莫
識
。
帝
乃
使
朔
視
之
。
還
封
日
、
「
此
『
怪
哉
』
也
。

昔
.
秦
時
拘
繋
無
事
。
衆
庶
愁
怨
、
成
仰
首
歎
日
、
『
怪
哉
怪

故
。
』
蓋
感
動
上
天
、
憤
所
生
也
。
故
名
『
怪
哉
』
。
此
地

必
秦
之
獄
虞
。
」
　
帥
接
地
固
、
果
秦
故
獄
。
又
間
、
「
何
以

去
轟
。
」
　
朔
日
、
「
凡
憂
者
得
酒
而
解
。
以
酒
濯
之
昔
消
。
」

於
是
使
人
取
晶
置
酒
中
。
須
央
果
磨
散
英
。
入
出
朔
侍
)
　
(
武

み
ゆ
き

帝
甘
泉
宮
に
幸
し
、
馳
道
中
に
轟
の
赤
色
な
る
有
り
、
頭

目
牙
歯
耳
鼻
轟
く
具
は
る
。
観
る
者
識
る
美
し
。
帝
乃
ち
朔

を
し
て
之
を
祝
し
む
。
還
り
て
封
へ
て
日
く
、
「
此
れ
『
怪

哉
』
な
り
。
昔
秦
の
時
無
事
を
拘
繋
す
。
衆
庶
愁
怨
し

み
な

て
、
成
仰
首
し
て
歎
じ
て
日
く
、
『
怪
な
る
か
な
怪
な
る
か

な
』
と
。
蓋
し
上
天
を
感
動
せ
し
め
、
憶
の
生
ぜ
し
所
な
り
。

故
に
『
怪
哉
』
と
名
づ
く
。
比
の
地
　
必
ず
秦
の
獄
虚
な
ら

ん
」
と
。
即
ち
地
園
を
按
ず
る
に
、
果
し
て
秦
の
故
獄
な
り
。

又
間
ふ
、
「
何
を
以
て
轟
を
去
る
か
」
　
と
。
朔
日
く
、
「
凡

そ
そ

そ
憂
ひ
は
酒
を
得
て
解
く
。
酒
を
以
て
之
に
港
が
ば
富
に
消

ゆ
べ
し
」
　
と
。
是
に
於
い
て
人
を
し
て
品
を
取
り
て
酒
中
に

置
か
し
む
。
須
輿
に
し
て
果
し
て
磨
散
す
。
)

こ
の
系
統
の
話
で
は
、
『
御
覧
』
巻
六
四
三
引
『
東
方
朔
別
侍
』

(
脱
別
博
二
字
)
が
最
も
詳
し
く
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
あ
る
。

孝
武
皇
帝
、
時
事
甘
泉
、
至
長
平
坂
上
、
馳
道
中
央
有
虫
覆

而
赤
、
如
生
肝
状
、
頭
目
口
歯
鼻
耳
志
具
。
先
堪
能
頭
馳
還

以
聞
日
、
「
道
不
可
御
。
」
　
於
是
上
止
車
、
遣
侍
中
馳
往
視

之
。
還
恵
美
知
也
。
時
東
方
朔
従
在
後
屈
車
。
上
召
朔
使
馳

往
祝
之
。
還
封
日
、
「
惟
歳
。
」
　
上
目
、
「
何
謂
也
。
」
　
朔
封

日
、
「
秦
始
皇
時
、
拘
繋
無
罪
、
幽
殺
無
事
。
衆
庶
怨
恨
、

無
所
告
訴
、
仰
天
而
歎
日
、
『
惟
故
。
』
感
動
皇
天
、
此
惰

気
之
所
存
也
。
故
名
之
日
『
怪
哉
』
。
是
地
必
秦
之
獄
威
也
。
」

上
有
詔
使
丞
相
公
孫
弘
案
地
図
、
果
秦
之
獄
虞
也
。
上
目
、
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「
善
富
何
以
去
之
。
」
　
朔
日
、
「
夫
積
憂
者
、
得
酒
而
去
之
。

以
酒
置
中
、
立
消
靡
。
」
　
上
大
笑
日
、
「
東
方
生
真
所
謂
先

生
也
。
何
以
報
先
知
之
聖
人
鼓
。
」
　
乃
賜
畠
百
疋
。

『
御
覧
』
巻
八
一
八
・
八
四
五
、
『
書
紗
』
巻
四
五
　
「
獄
」
・

巻
一
三
〇
　
「
彗
頭
」
・
巻
一
五
七
　
「
阪
」
　
は
、
こ
の
　
『
東
方
朔
別

侍
』
を
節
引
す
る
。
ま
た
、
『
御
覧
』
巻
九
四
四
引
『
廣
五
行
記
』

も
同
様
で
あ
る
。
任
坊
『
述
異
記
』
巻
上
に
収
録
す
る
話
、

漢
武
帝
幸
甘
泉
宮
、
長
平
坂
道
中
、
有
虫
赤
如
肝
、
頭
目
口

歯
悉
具
、
人
莫
知
也
。
時
東
方
朔
日
、
「
此
古
秦
獄
地
也
。

積
憂
所
致
。
」
　
上
使
按
固
、
果
秦
獄
地
。
朔
日
、
「
夫
積
憂

者
、
得
酒
而
解
。
」
　
乃
取
虫
置
酒
中
、
立
消
。

も
、
「
怪
故
」
　
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
章
は
『
東
方
朔

別
伝
』
近
い
。

2
9
　
漢
武
帝
在
甘
泉
宮
①
、
有
玉
女
降
。
常
輿
帝
国
某
相
娯
②
。

女
風
姿
端
正
。
帝
密
恰
③
、
乃
欲
遥
之
④
。
玉
女
因
唾
帝
面
而
去

⑤
。
遂
病
瘡
経
年
⑥
。
故
漢
書
云
⑦
、
「
避
暑
甘
泉
宮
。
」
　
比
共

時
也
⑧
。
〔
御
覧
八
十
八
、
三
百
八
十
七
、
七
百
四
十
二
〕
　
※
鄭

晩
晴
輯
注
本
一
四
五
頁

【
校
異
】
　
①
御
覚
七
四
二
無
　
「
帝
」
　
字
。
②
　
「
常
」
、
御
覚
三

八
七
作
　
「
嘗
」
、
七
四
二
無
比
字
。
「
帝
」
　
上
、
御
覧
三
八
七
有

「
武
」
　
字
。
「
某
」
、
御
覚
八
八
・
三
八
七
作
　
「
碁
」
。
御
覚
七
四

二
無
　
「
相
娯
」
　
二
字
。
③
御
覚
七
四
二
無
　
「
密
悦
」
　
二
字
。
④
御

覚
八
八
無
「
欲
」
字
。
「
逼
」
、
御
覧
七
四
二
作
「
通
」
。
⑤
「
玉
」
、

『
古
小
説
鈎
沈
』
本
・
御
覚
七
四
二
無
、
今
接
御
覚
八
八
二
二
八

七
補
。
御
覚
三
八
七
無
　
「
因
」
　
字
。
御
覚
七
四
二
無
　
「
而
去
」
　
二

字
。
⑥
此
句
、
御
覚
七
四
二
作
「
遂
成
瘡
」
三
字
。
魯
迅
校
語
云
、

御
覚
七
百
四
十
二
引
作
女
囚
唾
帝
面
遂
成
瘡
帝
避
脆
謝
神
女
烏
出

温
水
洗
之
。
⑦
御
覚
七
四
二
無
此
以
下
文
。
⑧
　
「
此
」
、
『
古
小

説
鈎
沈
』
本
作
　
「
正
」
、
今
接
御
覚
八
八
二
二
八
七
改
。
飽
崇
城

本
亦
作
　
「
此
」
。

【
注
釈
】
　
甘
泉
宮
　
漠
の
武
帝
が
秦
の
離
宮
を
造
営
し
た
宮
殿

(
『
漢
書
』
巻
八
七
上
揚
雄
伝
上
)
。
『
史
記
』
孝
武
本
紀
・
封
禅

書
、
『
漢
書
』
郊
祀
志
に
よ
る
と
、
斉
の
少
翁
(
文
成
将
軍
)
　
が
、

武
帝
が
寵
愛
し
て
い
た
亡
き
王
夫
人
の
姿
を
見
せ
る
と
い
う
鬼
神

の
術
を
以
て
礼
遇
さ
れ
て
い
た
と
き
に
甘
泉
宮
を
建
て
、
神
々
を

描
き
天
神
を
祭
っ
た
と
い
う
。
封
禅
書
の
徐
広
注
に
よ
れ
ば
、
元

鼎
年
間
　
(
前
一
二
バ
ー
前
一
一
こ
　
の
こ
と
に
な
る
。
　
玉
女

仙
女
。
『
楚
辞
』
惜
誓
　
(
漠
・
習
誼
)
　
に
　
「
建
日
月
冒
岳
蓋
今
、

載
玉
女
於
後
車
」
　
(
日
月
を
建
て
て
日
て
蓋
と
宿
し
、
玉
女
を
後

車
に
載
す
)
　
と
あ
る
。
　
風
姿
　
容
姿
、
風
貌
。
晋
・
葛
洪
『
抱

朴
子
』
審
撃
篇
に
　
「
士
有
風
姿
翌
偉
、
稚
望
有
線
。
」
　
と
あ
る
。
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病
瘡
　
吹
き
出
物
が
で
き
る
。
　
経
年
一
年
を
経
過

【
訓
読
】
　
漢
武
帝
　
甘
泉
宮
に
在
り
し
と
き
、
玉
女
の

り
。
常
に
帝
と
園
某
し
相
娯
し
む
。
女
風
姿
端
正
な
り
。

か
に
悦
び
、
乃
ち
之
に
逼
ら
ん
と
欲
す
。
玉
女
　
因
り
て

富商賢言
面だ密有　0

に
唾
し
て
去
る
。
遂
に
瘡
を
病
む
こ
と
経
年
な
り
。
故
に
漢
書
に

云
ふ
、
「
署
を
甘
泉
宮
に
避
く
」
　
と
。
此
れ
其
の
時
な
り
。
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〓
い
文
】
　
涼
武
帝
が
甘
泉
宮
に
い
た
と
き
、
仙
女
が
降
っ
て
き

た
。
い
つ
も
帝
と
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
た
。
仙
女
は
姿
形
が
端
正

で
あ
っ
た
。
帝
は
内
々
気
に
入
っ
て
、
強
引
に
我
が
も
の
に
し
よ

う
と
し
た
。
仙
女
は
帝
の
顔
に
唾
を
か
け
て
去
っ
た
。
帝
は
一
年

余
り
吹
き
出
物
を
病
ん
だ
。
だ
か
ら
『
漢
書
』
に
、
「
甘
泉
宮
に

避
暑
に
行
っ
た
」
　
と
言
う
。
こ
れ
は
そ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
れ
と
似
た
話
が
、
『
御
覧
』
巻
七
一
(
温
泉
)
　
引

『
辛
氏
三
秦
記
』
に
見
え
る
。

始
皇
生
時
、
作
間
道
、
至
嘱
山
八
十
里
。
人
行
橋
上
、
車
行

橋
下
。
金
石
柱
見
存
。
西
有
温
泉
、
俗
云
、
「
始
皇
輿
神
女

戯
不
以
稚
、
女
唾
之
、
則
生
瘡
。
始
皇
怖
謝
、
神
女
岳
出
温

泉
、
後
人
因
洗
浴
。
」

後
半
部
は
、
『
御
覧
』
巻
七
四
二
　
(
瘡
)
　
引
『
幽
明
録
』
　
に
、
「

女
因
唾
帝
面
、
遂
成
瘡
。
帝
避
脆
謝
、
神
女
岳
出
温
水
洗
之
。
」

と
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
盛
弘
之
『
刑
州
記
』
　
(
『

御
覧
』
巻
七
一
引
)
　
に
、
「
世
人
侍
、
昔
有
玉
女
乗
車
自
投
此
泉
。

入
時
見
女
子
姿
儀
光
雇
、
往
来
帳
忽
。
人
造
泉
有
一
撃
、
則
沸
従

下
出
而
不
可
止
也
。
」
　
と
い
う
玉
女
と
温
泉
の
関
係
、
伏
環
『
替

地
記
』
　
(
『
御
覧
』
巻
七
一
引
)
　
の
　
「
曲
城
東
七
十
里
有
温
水
。

水
如
湯
沸
、
可
療
百
病
、
物
無
不
熟
也
。
」
　
と
い
う
温
泉
の
効
能

の
話
が
始
皇
帝
や
武
帝
の
神
仙
伝
説
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

漢
武
帝
に
つ
い
て
は
、
礼
遇
し
て
い
た
文
成
　
(
少
翁
)
　
の
方
術

が
衰
え
た
の
で
誅
殺
し
た
翌
年
、
病
気
に
な
り
、
巫
女
の
お
告
げ

で
甘
泉
宮
に
行
き
治
癒
し
た
こ
と
が
、
『
史
記
』
孝
武
本
紀
・
封

禅
書
、
『
漢
書
』
郊
祀
志
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
こ

れ
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
玉
女
が
降
っ
た
話
は
、

次
の
第
3
0
話
の
一
文
と
も
関
係
が
あ
り
、
西
王
母
が
漠
武
帝
の
も

と
に
降
る
前
に
玉
女
が
使
者
と
し
て
降
り
、
七
月
七
日
に
西
王
母

が
来
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

武
帝
が
甘
泉
宮
に
御
幸
し
た
記
載
は
『
漢
書
』
　
(
武
帝
紀
)
　
に

十
三
箇
所
あ
る
が
、
避
暑
の
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
元
封

二
年
六
月
の
晋
灼
注
に
　
「
雲
陽
・
甘
泉
、
黄
帝
以
東
、
祭
天
園
丘

虞
也
。
武
帝
常
以
避
暑
。
」
　
と
あ
る
の
で
、
『
幽
明
録
』
　
の
　
「
『
漢

書
』
云
」
　
の
文
は
、
こ
れ
と
結
び
つ
け
て
記
載
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

3
0
　
廿
泉
王
母
降
。
〔
書
紗
十
二
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
九
二
頁

【
注
釈
】
　
王
母
　
西
王
母
。
神
話
伝
説
上
の
女
の
仙
人
で
、
昆

宵
山
に
住
み
、
不
死
の
薬
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
漢
武
帝
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
『
漠
武
内
伝
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

【
訓
読
】
　
甘
泉
に
王
母
降
る
。

【
訳
文
】
　
甘
泉
宮
に
西
王
母
が
降
っ
て
き
た
。

【
補
説
】
　
西
王
母
が
漢
武
帝
の
と
こ
ろ
に
降
る
話
は
、
『
演
武

故
事
』
　
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
)
、
『
漢
武
内
伝
』
　
(
『
広
記
』
巻
三

な
ど
)
　
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
『
中
国
の
神

話
と
物
語
り
』
　
(
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
)
　
に
詳
し
い
。

(続)

116




